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令和５年産米 概算金単価の設定について

米生産者の皆様へ米生産者の皆様へ

種　　類 銘　　柄 等級 概算金金額（加算金込） （参考）令和４年産概算金

うるち米

富 富 富 １等 13,800円 13,100 円
コ シ ヒ カ リ １等 13,000円 12,300 円
て ん た か く １等 11,600円 10,300 円
て ん こ も り １等 11,600円 10,300 円
そ の 他 １等 11,100円 9,800 円

も ち 米 新 大 正 糯 １等 14,200円 13,500 円
そ の 他 １等 13,400円 12,700 円

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和４年産概算金
う　る　ち　米 １等 7,700円 7,000 円

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和４年産概算金
う　る　ち　米 １等 6,700円 6,000 円

・備蓄米出荷対象銘柄：てんたかく・コシヒカリ・てんこもり・あきだわら（出荷基準水分：15.0%以下）
・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。

・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。

・富富富について、栽培マニュアルの流通基準（「検査等級：１等」かつ「化学合成農薬の成分使用回数：12以内」）を満たす米穀には、
　概算金13,000円/60kg（税込）に800円／60kg（税込）を加算します。
　流通基準を満たさない米穀は、概算金のみのお支払いとなります。
・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。
・「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円となります。
・需給動向をふまえて、概算金の追加払いを行う場合は、令和５年12月に実施されます。

（紙袋 60㎏あたり、消費税込）

（紙袋 60㎏あたり、消費税込）

（ＪA米、紙袋 60㎏あたり、消費税込）

流通経費項目名 うるち米 酒米 もち米 加工用米 備蓄米
流 通・ 保 管 等 に 係 る 経 費 1,832 1,751 2,067 1,690 1,277 
事 故 処 理 費 用 10 10 10 10 10 
手 数 料 726 726 726 495 726 
生産 ･ 集荷 ･ 販売等に係る経費 152 35 155 0 0 
需 給 調 整 経 費 22 0 0 0 0 
監査委員会経費（監査法人等による調査費用） 2 2 2 1 1 
その他（産地精米品質向上対策費等） 40 0 0 0 0 

合　　　　　　計 2,784 2,524 2,960 2,196 2,014 

（単位：円 /60㎏個、消費税込）

・共同計算における経費の上限見通しです。（共同計算以外で販売する米は上記の表とは異なります）

令和５年産米の最終精算

令和５年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し

令和５年産備蓄米の概算金

令和５年産加工用米の概算金

令和５年産出荷契約米の概算金

5

4

3

2

1

令和５年産米の販売が終了した時点で、種類ごとに共同計算を行い、銘柄・等級別に概算金との差額を精算いたします。
なお、概算金の償還額に不足が生じた場合は、出荷契約にもとづき、返還を求めます。

令和５年産米穀の出荷契約において、流通経費の項目別単価上限見通しを明らかにすることとしており、下表のとお
りとなります。
なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を行います。
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７
月
19
日（
水
）射
水
市
立
大
島
小
学
校
に
て
射
水
市
特
産
黒
大
豆
え

だ
ま
め
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
学
校
給
食
提
供
及
び
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
平
成
17
年
よ
り
黒
大
豆
え
だ
ま
め
「
富
山
ブ

ラ
ッ
ク
」
の
作
付
け
に
取
り
組
み
、
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
、

射
水
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
ぜ
ひ
、
市
内
の
児
童
生

徒
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
市
内
小
・
中
学
校
で
提
供
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
前
後
で
２
回
の
提
供
を
予
定
し
て
お
り
、

１
回
目
は
計
２
５
０
キ
ロ
を
小
中
学
校
に
届
け
ま
し
た
。

当
日
は
５
年
生
85
人
が
贈
呈
式
に
参
加
し
、

当
Ｊ
Ａ
塚
本
組
合
長
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
代

表
者
３
名
が
枝
豆
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
質

疑
応
答
で
は
児
童
が
名
前
の
由
来
や
お
す
す

め
の
食
べ
方
、
１
日
の
収
穫
量
な
ど
を
質
問

し
枝
豆
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
児

童
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
学

校
給
食
で
食

べ
た
「
富
山

ブ
ラ
ッ
ク
」

の
美
味
し
さ

を
ず
っ
と
忘

れ
な
い
で
ほ

し
い
と
思
い

ま
す
。

７
月
22
日
（
土
）
、
愛
知

県
名
古
屋
市
に
あ
る
「
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
千
種
若
宮
大
通

店
・
名
西
店
」
の
２
店
舗
に

お
い
て
当
Ｊ
Ａ
職
員
５
名
に

よ
る
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
の
販
売

応
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
第
５
類
に
下
が
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
試
食
販

売
も
行
わ
れ
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
は
「
甘
い
ね
～
」「
美
味
し

い
！
」「
黒
大
豆
珍
し
い
ね
～
」
な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
小
さ

い
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
食
べ
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
例

年
名
古
屋
に
も
出
荷
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
お
客
様
の
中
に
は
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
名
古
屋
の

方
々
に
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
方
に
「
富

山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
美
味
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
一
層
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

射
水
市
特
産
黒
大
豆
え
だ
ま
め

射
水
市
特
産
黒
大
豆
え
だ
ま
め

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
学
校
給
食
に
提
供

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
学
校
給
食
に
提
供

名
古
屋
で

名
古
屋
で

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」枝
豆
販
売

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」枝
豆
販
売
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８
月
12
日
（
土
）
、
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
小
杉
低
温
倉
庫
と

農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ

ん
」
新
湊
店
で
、
毎
年
恒
例

の
お
盆
用
切
花
即
売
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

お
盆
を
迎
え
る
準
備
と
し

て
、
射
水
市
産（
地
産
地
消
の

取
り
組
み
）の
小
菊
や
百
合
な

ど
を
お
供
え
用
・
お
盆
参
り
用
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に

販
売
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
小
杉
低
温
倉
庫
で
は
早
朝

７
時
の
売
り
出
し
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
、
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
盆
前
と
い

う
こ
と
と
価
格
も
一
般
と
比
べ
て
安
い
こ
と
か
ら
、
腕

に
抱
え
き
れ
な
い
く
ら

い
の
花
の
束
を
購
入
さ

れ
る
お
客
様
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

地
元
農
家
の
み
な
さ

ん
が
１
本
１
本
大
切
に

栽
培
し
た
切
花
に
、
お

客
様
か
ら
は
「
品
揃
え

豊
富
で
新
鮮
！
日
持
ち

も
す
る
し
、
価
格
も
手

頃
！
」
と
好
評
で
し
た
。

猛
暑
の
続
く
８
月
４
日（
金
）、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
青
年
部
・
女
性
部
・
射
水
市

農
業
再
生
協
議
会
が
主
催
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
２
０
２
３
」
を
開
催

し
、
市
内
の
小
学
生
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
農
業
体
験
を
通
じ
て
作
業
の
大
変
さ
や
、
収
穫
の
喜
び
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
食
や
農
に
か
か
わ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
い
う
思
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

田
植
え
体
験
に
続
い
て
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
カ
レ
ー
作
り
や
た
く
さ
ん

並
べ
ら
れ
た
野
菜
の
中
か
ら
旬
を
探
す
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月
号

か
ら
選
ん
だ
ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の
枝
豆
選
別

場
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

野
菜
の
旬
探
し
で
は
、
イ
ボ
竹
で
作
っ
た
釣
り
竿
で
野
菜
を
釣
り
上
げ
る

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
夏
野
菜
の
代
表
で
も
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ

ト
は
も
ち
ろ
ん
射
水
市
特
産
の
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
え
だ
ま
め
」
も
大
人
気
で
し

た
。
釣
り
上
げ
た
野
菜
は
参
加
者
の
お
土
産
に
な
り
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
大
会
で
は
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月
号
か
ら
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
難

問
続
き
で
大
人
で
も
全
問
正
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
問
正

解
す
る
子
も
い
ま
し
た
。

枝
豆
選
別
場
も
見
学
を
し
、
今
が
最
盛
期
の

枝
豆
が
機
械
の
中
を
通
り
、
人
の
手
で
一
つ
ず

つ
選
別
す
る
作
業
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
ま

し
た
。

昼
食
で
は
、
み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
に
茹
で
た
て
の
枝
豆
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
大
き

な
ス
イ
カ
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
お
な
か

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
９
月
下
旬
の
予
定
で
、
第
１
回
に
植

え
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

いいみみずず野野トトピピッッククスス

大
好
評
！

　
　

切
花
の
即
売
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
２
０
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
回

８/12

８/４
枝豆
選別場

の見学

枝豆
選別場

の見学

みんなでカレー
作り

みんなでカレー
作り

美味しいね！美味しいね！

スイ
カ甘〜い！

スイ
カ甘〜い！

野菜
釣り

野菜
釣り
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土づくり

富山県土づくり資材技術連絡協議会 ／ 全農とやま

土づくり資材の散布土づくり資材の散布1

有機物の施用有機物の施用2

深耕の実施 深耕の実施 3

土土土いざ　
づくり

！ 

美味し
い富山

を

届けよ
う！

秋の土づくり運動推進中秋の土づくり運動推進中秋の土づくり運動推進中9/15
▼

11/15

期間

9/15
▼

11/15

期間

会
長
室
は
富
山
県
農
協
会
館
の
七
階
に
あ
り
、
花
時
計
や
噴

水
の
あ
る
県
庁
前
公
園
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
明
る
い

光
が
差
す
そ
の
部
屋
で
、
前
富
山
中
央
会
長
の
伊
藤
孝
邦
さ
ん

が
、
ソ
フ
ァ
に
ゆ
っ
く
り
と
腰
を
下
ろ
し
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
半
世
紀
。
Ｊ
Ａ
生
活
が
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
そ
の
日
に
、
グ
ル
ー
プ
の
第
一
線
で
働
き
続
け

た
伊
藤
さ
ん
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
間
を
割
い
て
も
ら
っ
た
。

ま
あ
、
歓
談
の
話
題
が
ふ
く
ら
む
の
が
、
伊
藤
さ
ん
の
良
さ

で
あ
る
。

た
と
え
ば
退
任
後
に
や
り
た
い
趣
味
が
あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、

「
趣
味
と
言
っ
て
も
ゴ
ル
フ
ぐ
ら
い
か
な
あ
。
そ
れ
も
、
た

だ
の
ゴ
ル
フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
下
手
な
ゴ
ル
フ
で
す
」
な

ど
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
に
語
っ
て
く
だ
さ
る
。
さ
ば
さ
ば
し

て
い
る
と
い
う
か
、
根
底
に
明
る
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
、
お
会
い
す
る
た
び
に
人
と
し
て
の
奥
深
さ
を
感
じ
た

も
の
だ
。
次
々
と
来
客
が
あ
る
中
、
取
材
時
間
は
長
く
て
二
十

分
ほ
ど
と
み
て
い
た
が
、
楽
し
い
雑
談
に
つ
い
時
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
も
よ
し
と
し
よ
う
。

伊
藤
さ
ん
の
半
世
紀
に
及
ぶ
Ｊ
Ａ
生
活
を
か
い
つ
ま
ん
で
ご

紹
介
す
る
。

立
山
町
の
稲
作
農
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
伊
藤
さ
ん
は
、

大
学
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
た
。
農
協
組
織
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
九
七
一
年
に
経
済
連
に
入
会
。
富
山
中

央
会
で
は
農
業
対
策
部
長
や
専
務
を
歴
任
し
、
そ
の
後
、
地
元

の
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ

ス
組
合
長
（
同

時
に
中
央
会
副

会
長
）
を
経
て
、

中
央
会
の
会
長

職
を
三
期
七
年

勤
め
上
げ
た
。

全
中
で
も
役
員

と
し
て
米
政
策

の
要
請
活
動
な
ど
に
力
を
尽
く
し

た
と
い
う
。

「
長
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
り
ゃ

あ
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

よ
。
中
央
会
長
時
代
の
七
年
に

絞
っ
て
も
、
語
り
出
せ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
な
あ
」

農
協
法
の
改
正
か
ら
始
ま
り
、
国
が
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
を
や
め
る
な
ど
政
策
を
転
換
、
そ
の
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

背
景
に
資
材
価
格
は
高
騰
し
た
。
時
代
は
激
し
く
動
い
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
が
気
に
か
け
て
い
た
の
が
、
農
協
の
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
「
小
規
模
Ｊ
Ａ
の
行
く
末
が
ど
う
な
る
か
」

だ
っ
た
。
任
期
中
に
二
つ
の
合
併
を
実
現
し
、
胸
を
な
で
お
ろ

し
た
と
い
う
。

法
改
正
で
中
央
会
の
立
ち
位
置
が
変
わ
り
、「
職
員
に
は
で

き
る
限
り
農
協
へ
出
向
く
よ
う
に
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。
協
同

組
合
の
基
本
は
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
。
任
期
の
後
半

は
コ
ロ
ナ
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
時
期
も
続
き
ま
し
た
が
、
み

ん
な
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
」
と
目
を
細
め
る
。

農
協
組
織
の
良
い
と
こ
ろ
。「
そ
れ
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
。
温
か
み
を
大
事
に
し
て
い
る
。
わ

た
し
も
若
い
こ
ろ
か
ら
、
周
り
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き

た
。
先
輩
に
恵
ま
れ
、
目
標
に
も
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
思
い

出
深
い
の
が
、
中
央
会
の
専
務
時
代
で
す
。
三
期
九
年
や
り
ま

し
た
が
、
会
長
だ
っ
た
江
西
さ
ん
や
穴
田
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
ね
」

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
農
協
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

会
員
の
負
託
に
こ
た
え
る
富
山
中
央
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
農

協
の
良
さ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
、

温
か
み
を
大
切
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
伝
言
を
残
し
、
伊
藤
さ
ん
は
六
月
三
十
日
の
午

後
、
職
員
の
拍
手
に
包
ま
れ
て
農
協
会
館
を
後
に
し
た
。

第
16
回
「
伊
藤
さ
ん
の
伝
言
」

人
の
温
か
み
を
大
切
に

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

ESSAY

16

われら

アグリ応援団

インタビューに
応える伊藤さん

花束を受け取る
伊藤さん
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◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
５
年
産 

Ｊ
Ａ
直
売
米
取
扱
計
画
数
量
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
５
年
産
米
穀
等
の
農
協
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
小
杉
物
流
セ
ン
タ
ー
と
東
部
物
流
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
固
定
資
産
取
得
計
画
の
内
容
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
５
年
度
上
期
監
事
監
査
計
画
及
び
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　「
２
０
２
２
事
業
年
度
末『
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
』

監
査
意
見
」
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
関
す
る
措
置
回
答
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
６
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に
つ
い
て

三
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
５
年
度
代
表
・
常
勤
監
事
会
議
報
告
に
つ
い
て

二
、「
み
の
り
監
査
法
人
」
期
中
Ⅰ
監
査
の
整
備
状
況
評
価
報
告
に
つ
い
て

三
、
令
和
３
年
度 

︱ 

令
和
４
年
度
県
下
Ｊ
Ａ
経
営
速
報
指
標
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
15
回
定
例
理
事
会 

−

− 
第
12
回
監
事
会 

−

日
時
：
令
和
５
年
７
月
20
日（
木
） 

午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時
：
令
和
５
年
７
月
20
日（
木
） 

午
後
１
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

２
階
会
議
室

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和 5年７月末日）

正組合員数� 5,101 人　
� （△　 97 人）

准組合員数� 7,648 人　
� （△   497 人）

みなさまの貯金高� 1,391 億 17 百万円　
� （△  27 億 39 百万円）

みなさまへの貸出金� 287 億 87 百万円　
� （△   1 億 92 百万円）

長期共済保有高� 2,550 億 72 百万円　
� （△ 50 億 23 百万円）

購買品供給高� 16 億 53 百万円　
� （  　  1 億 79 百万円）

販売品販売高� 2 億 92 百万円　
� （79 百万円）

緑内障予防には、眼底検査に加え
視野検査の追加が大事

厚生連高岡病院からのお知らせ

高岡健康管理センター所長　亀 谷 　 富 夫
かめ　たに　　　　 とみ  　お

2020年の視覚障害者は推定31万人と報告されています。視覚障
害の一番の原因は緑内障です（図１）。

緑内障は、40歳以上の日本人の緑内障有病率が５％で、年齢が増
えるにつれて増加し70歳以上では11％に増加すると報告されていま
す。緑内障は眼底にある視神経という部分が障害を受けて、徐々に
視野が狭くなってくる病気です。時間の経過とともに見える範囲が
狭くなっていきますが、初期の段階では自覚症状がなく、病気が進
行して初めて“見えない”と気付く患者さんが多くいらっしゃいま
す。神経障害は進行すると元には戻りません。よって早期発見が大事な病気です。

健診では、緑内障の早期発見のため眼底検査や視野検査をしています。視神経乳頭に
は、生理的に小さな陥凹（かんおう）があり、緑内障では視神経の脱落によってこの陥凹
が拡大します。眼底検査では陥凹径と乳頭径の比を調べて比が0.7以上を緑内障疑いと
判定しています（図２）。しかし生まれつき乳頭の大きい人や近視などでも診断に影響し
てきます。視神経乳頭拡大疑いは緑内障でないのに緑内障を疑われる偽陽性もあります。
健診で視神経乳頭拡大を指摘され精密検査をうけて異常なしとされてその後放置して緑
内障を発症した人もおられます。視野検査は一点を見つめて、ものが見えている範囲（視
野）のどこが見えているかを調べています（図３）。

視野検査で異常があれば緑内障が進行している可能性が高いで
す。視野検査は数分で終わり時間はかかりません。眼底検査に視

野検査を追加すると緑内障の診断率は90%近くになります。また眼底検査で異常がなく、
視野検査の異常だけで緑内障が見つかる例もあります。もちろん視野検査で異常がなく
眼底検査だけで見つかる場合もあります。視野検査は緑内障を予防するには大事な検査
です。高岡健康管理センターでは、眼底検査と簡易視野検査を行っています。特に毎年
視神経乳頭拡大を指摘されている方は追加検査として視野検査も同時にされることをお
勧めします。

図１.視覚障害の原因（平成28年度）

図２.視神経乳頭陥凹

図３.右眼視野検査例

視神経乳頭陥凹の最大
垂直径と最大垂直視神
経乳頭径との比が0.7以
上は緑内障疑い

○は視神経乳頭、●は
黄斑部、上方に視野異
常を認める

いみず野だより　6



女性部だより女性部だより

９
月
11
日（
月
）
健
康
教
室

　
　
12
日（
火
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
櫛
田
）

　
　
14
日（
木
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
水
戸
田
）

　
　
15
日（
金
）
手
芸
教
室

　
　
19
日（
火
）
助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　
21
日（
木
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
大
江
）

　
　
23
日（
土
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

　
　
28
日（
木
）
料
理
教
室

　
　
29
日（
金
）
女
性
部
研
修
旅
行

（
琵
琶
湖
）

今
後
の
日
程

久
し
ぶ
り
に
梅
雨
が
長
引
く

中
、
７
月
12
日（
水
）
、生
活
座

談
会
で
酢
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、
女

性
部
か
ら
は
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
大
興
産
業
株
式
会
社
の

大
山 

一
男
課
長

で
す
。
机
上

に
は
こ
れ
か

ら
説
明
す
る

た
め
か
定
番

の
「
ら
っ
き
ょ
う

酢
」
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
酢
が

ず
ら
り
と
並
び
種
類
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
穀
物
酢
、
果
実
酢
、
調
味

酢
と
種
類
に
応
じ
た
商
品
に
基
づ
く

酢
の
活
用
術
を
、

面
白
く
、
楽
し

く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
活
用
レ

シ
ピ
の
中
か
ら

何
品
か
試
食
も

用
意
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

実
際
味
わ
っ
て

み
る
と
、
私
好

み
で
と
っ
て
も

美
味
し
く
、
家

で
も
夏
野
菜
に
是
非
使
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
い
た
だ
い
た
ス
ト
レ
ー
ト

タ
イ
プ
の
飲
む
黒
酢
ド
リ
ン
ク
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
味
が
こ
と
の
ほ
か
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
飲
む
黒
酢
ド
リ
ン

ク
の
３
つ
の
こ
だ
わ
り
が
、
“
美
味

し
さ
・
健
康
・

安
心
”
と
話
さ

れ
、
私
も
飲
み

な
が
ら
、
ウ
ン

ウ
ン
と
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
暑
い
夏
は
、
美
味
し
い
黒

酢
ド
リ
ン
ク
で
酢
的
に
毎
日
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（

小
杉
支
部
大
江
）

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
が
４
月
８
日
に
支

店
の
統
廃
合
を
さ
れ
、
小
杉
支
店
は
、

片
口
支
店
と
統
合
し
、
小
杉
支
店
内

に
女
性
部
２
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活

動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
片
口
支
部
と
小
杉
支
部
初
め
て

の
合
同
懇
親
会
を
７
月
24
日（
月
）、

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
寺
西
小
杉
支
店
長
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
つ
づ
い
て
部
員

各
々
が
自
己
紹
介
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
両
支
部
の
令
和
５
年
度
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
報
告
協
議
し
て
計

画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
互
い
の
活

動
に
興
味
深
く
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会

話
の
中
で
昔
の

話
を
思
い
出
し
、

下
条
川
を
活
用

し
た
物
流
が
盛

ん
で
、
夏
に
な

る
と
舟
で
越
の

潟
の
花
火
大
会
や
海
水
浴
へ
行
っ
た

時
も
片
口
を
通
っ
た
な
ぁ
と
懐
か
し

く
、
縁
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
和
や
か
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
も
部
員
間
の
交
流
を

深
め
、
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
思

い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

（
小
杉
支
部
戸
破
）

素
敵
に

　
酢
的
生
活
を

小
杉
・
片
口
支
部
の

女
性
部
懇
親
会

7　いみず野だより



《組合員のみなさまへ》《組合員のみなさまへ》
小杉物流センター・東部物流センター統合のお知らせ小杉物流センター・東部物流センター統合のお知らせ

平素よりＪＡいみず野をご利用いただき、誠にありがとうございます。
この度、小杉物流センター・東部物流センターを 令和５年９月１日 より統合し東部物流センター

を廃止致します。
なお、配送業務につきましては今まで通り行います。お急ぎの引取りに関しては小杉物流センター

へお願い致します。
ご利用者様には、何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

いみず野農業協同組合
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